
2018年度

法学部

新入生アンケー ト結果

2018年 4月 3日 ～6日 実施

回収数 106枚 (入学者 107人中)

※ 報告書中の円グラフにおいて、回答の割合 (%)は、小数点以下を切り捨てた数値で表示
されている。

集計結果一覧

(1)性別

(2)入試区分

0男性=90人 (8496)
0女性 =16人 (1596)
S無回答=0人 (096)

0-般入試またはセンター試験利用 =19人 (1796)
0指定悛推鵬 =22人 (20%)
SAOま たは一般推粛 =25人 (23%)
0スポーツ催葛 =40人 (3796)
O外国人 (目学生)=0人 (096)
0無回答 =0人 (096)
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(3)住居

“

李a後のお望追路に合散 ¨
2:ク ラブ (体育会)活碕由{

3:悛患を受けてみたい歓負

4:キャンバスの段損や努日 ¨

5:スクール′`スがあつて過

C:大学独自の兵学食制度が

れ入H科日おく自分の得B掛
8:蔦按や予置披て囀められた =
9:観からHめ られたと0人

10:

【その他】
・家から近い。 (同旨2名 )
・受けたい授業があつた。
・本望ではない。家庭の事情で選びました。
・部活動を続けたかった。

(5)入学した学科について調べてみましたか。マークしてください。

0自宅 =44人 (4196)
0自宅外 (保護者と男ll居)=58人(54%)
⑤無回答 =4入 (396)

Oよ く調べた =22人 (2096)
0少 し調べた =64人 (6096)
Sあまり閉べていない=15人 (14%)
0まつたく調べていない =4人 (3%)
0無口答 =1人 (096)

0大いに自信がある=2人 (196)
0ある程度は白悟がある=23人 (21%)
⑤やや不安である=66人 (62%)
0とても不安である=11人 (1096)
0無回答=4人 (396)

(4)朝 日大学への入学を決めた理由は何ですか。2つまでマークしてください。

(6)入学した学科での学習について自信がありますか。マークしてください。
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免除がもらえたから。

希望の大学に入れなかつたから。

(具体的な記載なし,2名 )
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(7)卒業後の希望進路は考えていますか。マークしてください。 (9)教員に特に期待することは何ですか。2つまでマークしてください。
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生わかりやすい悛Rを してく

2:外田躇の学吾や海外瞬停

3:グループて漂題に取り組 ¨

4:勉強に田するR間にT手 …
S:学生生活に関する組験に

8:入学した学料の専門料日…

7:卒 a後の■段についてア

8:¨

【その他】

。(具体的な記載なし:1名 )

(10)以上の問いのほかに、学生生活について感していることや要望があれば、自由記述で

答えてください。できれば理由も教えてください。

・仲良くなれるか不安。

・学内に車で入りたい。

・沖縄から来たから、電車の乗り方があいまい。

・夏が近づくと蚊が多くなります。なので対策をお願いします。

・情報伝達をもう少しわかりやすくしてほしい。掲示板だと見逃すこともあるから。

・講義室の温度が暑かつたり寒かつたリムラがありすぎる。

・講義が長いから濃く短くしてほしい。

・体育会系が幅をとっている。

・授業をしつかり受けるためにも教員の皆さんには話して聞かせるだけの授業をしないでほしい。

・私は進学をしたいと思つています。両親の協力が必要なので、説得してほしいです。

・自分と明らかにタイプが違う人間と学生生活を共に過ごせるか。自ら目標を決め、それに向かつ

て進み続けることができるか。大学生活一年目の過ごし方。大学という機関を最大限利用できる

か 。

0具体的に考えている=34人 (3296)
0大まかな方向1生は考えている=57人 (5396)
0あまり考えていない =13人 (12%)
0まったく考えていない=1人 (096)
0無回答 =1人 (096)
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(8)大学生活で特に力を入れていきたいものは何ですか。2つまでマークしてください。

1:よい駐損を取ることg e3人

2:帽広く儀長を身につけること

9:人間田係を広げること=35人
4:外田Hの学習や海外瞬伊 ¨
St置構取得 (襟職兌隣のね ¨

6:ク ラブ (体吉会,藩輪や
7:ポランティア活働 =5人
8:アルバイト=9人
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,自 分磨き。
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2018年度法学部新入生アンケー ト分析 まとめ

・小 括 (および前年度との比較 )

問(つ 朝日大学への入学を決めた理由は何です力、

「卒業後の希望進路に合致」「クラブ活動が充実」の2項 目が、それぞれ約 50%と なり、他の項目を大きく

引き離した。前年度比では、特に「卒業後の希望進路に合致」が 10.8ポイント上昇している。他方「独自

の奨学金」が 16.3ポイント低く、「高校や予備校の薦め」は 159ポイント低い。

問(5)入学した学科について調べてみました力ち

「よく調べた」「少し調べた」と回答した者が合わせて81.2%と なり、前年より僅かながらポイントが上昇

した。「まったく調べていない」と回答した者も微減している。

問(6)入学した学科での学習について自信があります力、

「やや不安」「とても不安」と回答した者が合わせて 727%と なり、多くの新入生が勉強面での不安を抱え

ていることが見て取れる。回答の傾向は前年度とほとんど変わらない。

問(7)卒業後の希望進路は考えています力、

「具体的に考えている」と回答した者は、前年度より93ポイント高い。「大まかに考えている」と回答した者と

合わせた数値で見ても、前年度より99ポイント上昇している。「まったく考えていない」と答えた者はわすが 1

名に留まった。

問③ 大学生活で特に力を入れていきたいものは何ですか。

「良い成績を取る」「クラブ活動」との回答が前年度同様に上位を占めるものの、その割合はいずれも10ポイン

ト強も低くなっており、各選択肢に分散する傾向にある。「幅広く教養を身につける」「外国語の学習等」との回

答が、それぞれ 5ポイントを超えて上昇した。「就職活動」と答えた者は 1名に留まり、130ポイント低下した。

問(9)教員に特に期待することは何です力ち

「わかりやすい授業」という回答が約 80%を 占めたのは前年同様だが、「勉強の質問に丁寧に答える」が 130ポ

イント高い。他方「就職へのアドバイス」は222ポイント低く、前年度との
「

負著な違いとなっている。

・総 括

以上の結果から、今年度の法学部入学生には、既に卒業後の進路に一定のイメージを抱きつつ、そこに繋

がる勉学を中心とした大学生活を送るべく進学してきた者が多く含まれることが予測される。教員に求めて

いるのも、まずは授業内外での学習面のサポートである。

他方「特に力を入れたいもの」として「就職活動」と回答した者がほとんどおらず、「教員に特に期待す

るもの」として「就職へのアドバイス」を選んだ者も大幅に減つた。これが、勉学中心の学生生活をイメー

ジしているためなのか、昨今の売り手市場の情報から就職活動について誤解して楽観しているためなのか、

注視していく必要がある。


